
行
事
・
報
告

一
、
福
祉
・
防
災
活
動

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
高
齢
者
の

(1)
見
守
り
と
小
学
生
下
校
時
の

見
守
り
を
兼
ね
て
２
月
４
日

（
火
）
と
２
月

日
（
火
）
に
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実
施
し
ま
し
た
。
先
月
は
第
１

地
区
、
第
２
地
区
を
巡
回
し
て
防
犯
に
も
勤
め
ま
し

た
。
３
月
の
活
動
は
４
日
（
火
）
と

日
（
火
）
を
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予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
目
に
見
え
る
活
動
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
第
２
地
区
モ
デ
ル
地

(2)
域
１
組
か
ら
６
組
の
４
月
か
ら
の
活
動
は
、
先
行
す

る
第
３
地
区
モ
デ
ル
地
域
同
様
に
自
主
的
活
動
に
移

行
し
ま
す
。
組
長
さ
ん
は
じ
め
モ
デ
ル
地
域
の
皆
さ

ん
協
力
の
も
と
顔
馴
染
み
の
関
係
を
さ
ら
に
広
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
第
３
地
区
モ
デ
ル
地
域
の
自
主
的

活
動
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ご
参
加
い
た

だ
い
て
い
る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
意
見
箱
】

会
員
の
皆
様
か
ら
町
内
会
運
営
に
関
し

て
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

組
長
さ
ん
経
由
で
地
区
長
に
文
書
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

令和７年

３月２日

第３３４号

や
ま
て
会
報

磯
子
山
手
町
内
会

二
、
恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会
を
開
催

令
和
２
年
以
来
の
も
ち
つ
き
大
会
を
２
月
９
日(

日)

に
芦
名
橋
三
町
内
会
館
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
母
さ
ん
方
の
協
力
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
数
の
方
々
に
つ
き
立

て
の
、
あ
ん
こ
・
き
な
こ
餅
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
ど
も
た
ち
は
初
め
て
の
も
ち
つ
き
体
験
を
し
ま
し
た
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

！

防

災

情

報

最
近
各
地
で
頻
繁
に
小
規
模
地
震
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
１
日
を
「
災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ
を

掲
げ
る
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

黄
色
い
バ
ン
ダ
ナ
を
玄
関
や
ベ
ラ
ン
ダ
、
物
干
し
な

ど
外
か
ら
見
え
や
す
い
場
所
に
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。

災害時安否確認バンダナ

災
害
時
安
否
確
認
バ
ン
ダ
ナ

使
用
例

三
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
つ
い
て

昨
年
各
ご
家
庭
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
各
ゴ

ミ
置
き
場
に
資
源
回
収
用
ア
ル
ミ
缶
専
用
カ
ゴ
を
設
置
し

ま
し
た
の
で
、
カ
ゴ
に
表
示
の
あ
る
曜
日
に
ア
ル
ミ
缶
だ

け
を
入
れ
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

資
源
回
収
業
者
が
別
途
回
収

し
ま
す
。

四
、
３
・
４
月
の
資
源
回
収
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
３
月
の
資
源
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

３
月
６
日
（
木
）
、
３
月

日
（
木
）
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◆
４
月
の
資
源
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

４
月
３
日
（
木
）
、
４
月

日
（
木
）
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「
新
聞
紙
・
段
ボ
ー
ル
・
折
込
チ
ラ
シ
・
雑
誌
・
雑
紙

古
布
（
雨
天
中
止
）
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
ア
ル
ミ
缶
」
を

市
の
ご
み
収
集
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

業
者
が
収
集
し
ま
す
。

雨
天
時
に
は
古
布
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
回
収

い
た
し
ま
せ
ん
。

資
源
回
収
奨
励
金
は
町
内
会
運
営
上
の
貴
重

な
財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

令
和
７
年
１
月
ま
で
の
資
源
回
収
奨
励
金
は

３
７
０
，
８
０
８
円
に
な
り
ま
し
た
。

古
紙
、
古
布
（
雨
天
中
止
）
、
ア
ル
ミ
缶
は

町
内
会
の
廃
品
回
収
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。裏面につづく



五
、
令
和
６
年
度

浜
小
学
校
地
域
防
災

拠
点
開
設
、
運
営
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

令
和
７
年
２
月

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、
震
度
５
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強
以
上
の
地
震
が
発
生
し
、
地
域
住
民
が
防
災
拠
点
に
避

難
し
、
防
災
拠
点
が
開
設
さ
れ
た
場
合
の
実
際
に
即
し
た

拠
点
開
設
・
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
拠
点
開
設
直
後
の
避
難
者
の
受
け
入
れ
、
避
難
者

へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
避
難
所
で
の
生
活
ル
ー
ル

、
浜
小
学
校
の
避
難
者
収
容
能
力
（
１
人
当
た
り
２
ｍ×

１
ｍ
と
す
る
と
収
容
能
力
は
約
２
６
４
人
）
な
ど
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

避
難
所
体
験
と
し
て
、
簡
易
ト
イ
レ
の
使
用
方
法
の
確

認
、
備
蓄
品
の
確
認
・
試
食
、
居
住
部
分
の
区
割
り
ス
ペ

ー
ス
の
確
認
、
避
難
者
カ
ー
ド
の
記
入
方
法
の
確
認
、
段

ボ
ー
ル
・
エ
ア
ー
ベ
ッ
ト
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

三
、
磯
子
消
防
署
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

火
災
・
救
急
状
況

(1)
１
月
末
ま
で
の
磯
子
区
内
の
火
災
発

生
件
数
は
５
件
で
、
前
年
同
期
と
比

ベ
４
件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
全
体
で
は
、

件
の
火
災
が
発

88

生
し
て
お
り
、
前
年
同
期
に
比
べ

件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

33救
急
出
場
件
数
は
、
区
内
１
，
０
２
１
件
で
、
前
年
同

期
に
比
べ

件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

62

市
内
全
体
で
は
２
３
，
１
２
１
件
で
、

前
年
同
期
に
比
べ

件
の
減
少
と
な
っ

71

て
い
ま
す
。

磯
子
地
区
連
合
町
内
会
報
告

一
、
令
和
７
年
国
勢
調
査
実
施
に
つ
い
て

本
年

月
１
日
に
全
国
一
斉
に
令
和
７
年
国
勢
調
査
が

10

実
施
さ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
国
内
に
居
住
す
る

全
て
の
人
及
び
世
帯
を
対
象
に
行
わ
れ
る
国
の
最
も
大
規

模
か
つ
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
磯
子
警
察
署
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て

令
和
７
年
１
月
末
の
犯
罪
発
生
状
況

(1)

磯
子
区
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、

件
で
、
前
年
同
期
と
比
べ

件
の

57

10

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
の
被
害
件
数
は
４
件
で
、
前
年
同
期
に
比
べ

１
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

被
害
金
額
は
約
１
５
０
万
円
で
、
前
年
同
期
に
比
べ

約

万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

30
令
和
７
年
１
月
末
の
人
身
交
通
事
故

(2)
発
生
状
況

磯
子
区
内
の
人
身
事
故
発
生
件
数
は

件
15

で
、
前
年
同
同
期
比
べ
４
件
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

死
者
数
は
０
人
で
、
前
年
同
期
と
比
べ
同

数
、
負
傷
者
数
は

人
で
前
年
同
期
と
比
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べ
５
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。


